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 旅行も4日 目か ら本格的である。本州を離れ,初 めて北海道 とい う未知の土地で一夜を

明か した旅館に別れを告げ,先 ず,函 館市内遊覧に繰 り出 した。

 北海道初の見物が トラピスチヌ女子修道院で,人 家から少 し遠さかった丘陵1こひつそり

と,し かし,ど つ しりとした姿をみせている。礼拝堂 まで見物できるそ うだが,観 光客が

多 くて,優 しい まなさしの聖 テ レジアの像 と力強い大天使聖 ミカエルの像 が立つている庭

だけしか見せていただけなかった・でも,木 の緑,小 さい白い花,赤 レンガ,渋 い緑の屋

根,真 白の像,尖 んがつた屋根b=十 字架,そ れだけで美しかつた。この上,観 光客が少な

くてアンジエ ラスの鐘の音でも響けば清 らかな聖気を感 じたであろうに,と 残念に思いっ

っ・次の地,五 稜郭に向ったo

 敵の攻撃に不利なように と考え られた星形の洋式の城で戌辰の役に榎 本武揚が立て籠っ

た所。そこをさつ と見学 し,啄 木が愛 したと言われる立待岬ヘパスは行 く。啄木の墓碑を

窓こしに眺め鰍 こ出る。何もない。唯,山 と岩と海だけ。自然の まa。 それだけy何 か心

休まる思いがした。心残 りは函館山頂へ行けなかつた こと。遠 く下北,津 軽両半島の山影

も望まれる所なのに濃霧の為,中 腹 までで,す ごす ごと引き返え した。

 函館はこれでお別れ。エルム号で札幌へ。この車掌 さん,列 車 なのに丁寧な案内をして

下さる。大沼,小 沼の出入 りの多い湖岸や沢山の小島が浮んでいるのが木々をすか して車

窓か ら眺め られる。写真を撮 るの1こ一番眺めの良い所 を教えて下さった りsあ る駅に十数

分停車すると,「 ホームに出て新鮮な空気 を胸一杯,吸 われては」 とか,又,「 ホームに

出て屈伸運動な どもいかがで しよう」 とユーモアで親 しみ感 じるガイ ドは思い出に残る一

っである。札幌に向か うこの辺か ら,ぐ つと異国的になる。サイロ,大 きな煙突のある赤

や青の屋根,広 い広い牧草地。牛や馬,羊 があちこちで草を喰んでいる。本州では とても

見られない風景に満足 した。 どうか この自然美をいっまでもと願 う。夕方,札 幌に着 く。
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道庁 の所在地だけに都会的である。ユースホステルに宿泊 したのが変化があつて良かった。

明 日は 市内見物である。この夜は友 と連れだつて,サ ツポ ロビールをちよっび り(?)味

わう。 さすが本場だけ`こおい しい。その後,90メ ー トルのテ レビ塔展望台か ら夜景を眺

め.大 通 り公園をぞろぞろと,焼 きたて,蒸 したてのとうもろこしを食べなが ら散歩とし

やれ こんだのが楽 しい思い出となっている。

 朝食は和食だったのに牛乳が添え られていて,や っぱ り北海道だな,と 感 じたこと。町

で買つたサクランボが艶 々して大 きくて赤 くて,と ても甘かった こと。夕食に珍 らしく野

菜がどつ さりついていて喜んだことを最後F`つ け加えておこう。
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